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大管長会メッセージ

平和 と自由を求めて

●

第二副管長

ゴードン ・B・ ヒンクレー

私
は大分前に，南アメ リカのある空港で飛行機の出発が遅れたため待 って

もの う

いました。 そのときひ とりの青年 と交わした物憂い会話 を紹介 したいと

思います6
め がね

彼は髪 を長 く伸 ばし，ひげをた くわえ，丸い大 きな眼鏡をかけていました。

足 にはサンダル を履 き，服装 も一般の標準か らすると奇異な感 じのす るもので

した。

しかし彼は見 るか らにまじめそうな青年で した。合衆国北部のある著名な大

学を出て，教育 もあり，物事をよく考える人でした。彼 は仕事 に就かず，父親

から旅費 をもらって南アメ リカを旅行 していたので した。

人生で何を追求 しているのかと尋ね ると，彼 はす ぐさま 「平和，それに自由

です」 と答えました。彼 は幻覚剤を常用 していました。平和 と自由を得 るため

の手段だ ということでした。幻覚剤の話か ら道徳 の話 に移っていきました。彼

はいわゆる 「新 しい道徳」について，かつて人類が享受 し得なかった大 きな自

由をもたらす ものであると言ってのけました。

私は自分が教会 に属 していることを初 めに紹介 しておきました。彼 は，私の

世代が言う道徳な ど，たわごとにす ぎない といんぎんな態度で言いました。そ

して， どうやって個人の徳や道徳的な純潔を守 り通せ るのかと熱っぽい口調で

尋ね ました。そごで私 は少なからずショックを与えるような話 し方をしました。
もうそう

「君の言う自由は妄想でしかあ りません。平和 にしてもまやかしです。理由を

説明 しましょう。」

私は，この青年 との会話をはじめ， これまでに聞いたことのある同様 の話に
こうそく

ついてもよく考 えることがあります。彼 らは道徳上の拘束からの自由を求めて，

みずからを拘束 し汚すような行動に走 っています。 これを放置していると，個 ・

人だけでなく国家の破滅 をも招 くことになります。

この世界を，想像を絶する

すばらしい成長が得られる

自由の世界とし，…一平安

の世界とすることができる

のです。
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あるとき私 は事務所で若い男女の訪問を受 けましたが，

そのときもこの自由と平和について考えさせ られました。

男性 は背が高 くて，ハンサムで見るからに男 らしく，女

性の方は優秀な学生で，美 しく，情緒の豊かな感 じのす

る人でした。

女性 は泣 きじゃくり，男性の目からも涙が流れていま

した。ふたりとも大学生で した。ふた りは翌週 に結婚 を

控 えていました。けれどもそれ はふた りが夢見ていたよ

うな結婚ではありませんで した。ふた りは3年 後，卒業

してか らと考えていたのでした。

今やふたりには後悔 の気持 ちしかあ りませんで した。

それにふたりとも結婚の準備がまった くで きていません

でした。その女性は妊娠 していたのです。学業の夢 も消

え失せ，競争社会で生き抜 くための準備 もほとんどでき

ていませんでした。ふたりはす ぐにも家庭 を築 き，男性

はとりあえず仕事 を探 し，家族を養 っていかなければな

りませんでした。

この青年は目に涙 を浮かべなが らこう言 いました。

「私たちはお互いにだまされていたのです。」

それから彼女がこう付け加 えました。「いいえ，お互い

に偽っていたのです。お互い と両親，それ に自分自身を

も偽っていたのです。道徳など偽善 にほかならないとい
の

う偽 りの教 えにだまされていたのです。罪 というものは

心の中の問題で しかないとする新 しい道徳 こそ，私たち

を滅ぼすわなだった ことが今やっとわか りました。」

ふたりは数週間にわだる恐れ と心痛の日々の中で心を

悩ましてきた数々の思いを打ち明けました。堕胎すべ き

だろうかという誘惑 もあ りました。しか し，彼女はそれ

だけは絶対 にいけない と心に決めました。た とえどんな

場合でも命は神聖な ものです。た とえそのような状況に

置かれていたとはいえ， もし生 まれて くる幼 な子の命を

滅ぼすようなことをしたら，彼女 ははたして自尊心を持

って生 きていけるでしょうか。

子供 を養子 に出すこともできました。子供 を欲 しがっ

ている家族 も多 く，それをあっせんするすば らしい組織

も数々ありました。 しか しふたりはこうした考えを打ち

消 しました。

たとえどのようなことになっても，青年は彼女ひ とり

に試練 を背負わせ るようなことはできませんで した。彼

にも責任があ りました。たとえふた りの夢が くじかれ よ

うとも，その責任 を取ろうと彼は決意 しました。

私 は， この困難な状況にも最善 を尽 くそうとする彼の

勇気 と決意 に敬意 を表しました。 しか し，希望 を失 くし，

泣 きじゃくるふたりを見て私の心 は痛みました。 まさに

悲劇 と悲 しみに打ちひしがれた姿がそこにあ りました。

これこそわなであり，束縛以外の何物で もあ りませんで

した。

ふた りは自由を求 めセいたはずでした。悪は考 え方の

問題で どうにで もなると吹き込 まれていました。 しか し

その結果， 自由をな くしてしまっ.たのです。平安 もあり

ませんで した。ふた りは自由 と平安 を引 き換えにしたの

です。すなわち，結婚 したい と考 える時に結婚する自由，

ふた りの夢であった教育を修 める自由，そして自己を大

切にすることか ら得られ る平安を失ったのです。

空港で会 ったかの青年は， この話 を聞いて，彼 らはや

り方がまずい と言 うか もしれません。確かに，避妊器具

を用いていれば，そのような状態 は避けることがで きた

かもしれ ません。

このふた りのような例は決 して珍 しいことではありま

せん。それどころかその数は急増 しています。

不道徳な行為の結果，悲劇 を招いた人々の心 に平安が

あるで しょうか。 またその生活に自由があ り得 るで しょ

うか。

責任を取 らずにただ情欲 を満足 させること， これ以上

の偽 り，不正直があるでしょうか。

私は韓国で戦争のむごいつめあ とを目にしたことがあ

聖徒 の道/1990年9月 号

4



ります。それは軍人の父 と韓国人 の母の間に生 まれた何

千人 という孤児です。 この孤児 は，見捨て られた不幸な

子供たちです。望 まれて生 まれてきたわけではありま1せ

ん。悲惨な不道徳の波間に漂 う浮 き草なのです。

ベ トナムで も同様 のことが数多 くあ りました。気の向

くままに欲望のはけ口を見つけ，情欲がもたらした悲 し

むべき犠牲者を見捨 てる者に，平安や自由などあろうは

ずがありません。

男性は不道徳な行為を競い合い，しかもそれ を得意げ
ふいちよう

に吹 聴する傾向があるようです。なんと下劣で愚かな競

争でしょう。このような競争に勝利 などあ り得 るはずが
ぎ まん

ありません。ただそこにあるのは悲 しむべき自己欺瞳だ

けです。征服 して満足を得 るのは， 自己を征服 した とき

だけです。 自己を治 める者 は町を征服する者よりも偉大

であるということわざどお りです。(箴 言16=32参 照)

自己修養は過去においても決 して簡単なことではあり

ませんで した。そして間違いなく，現代では一層むずか
はんらん

しくなっています。現代の世の中はセック，スが氾濫 して

います。私は多 くの若人が，さらには成人 した人々 も，

周囲の言葉巧みな誘いに陥 りその犠牲者 となっていると

考えています。この合衆国だけで も年商何兆円 と言われ

るわいせつさを売 り物 にした文学，無軌道なセックスを

あおり容認する低俗な映画やテレビ番組，扇情的な服装

の標準，法の規制 をなしくずしにす る行政府の決定，愛

する子供 を後悔するような状況 に知 らず知 らずの うちに

追 いやっている両親，などがそれです。

ある賢明な作家が こう書 いています。「新 しい宗教が

全世界に広が りつつある。第一 に礼拝すべ きものは肉体

であって，そのほかは一切無視する宗教である。

肉体の快楽を追求することが祭式である。……そこに

は何の努力も必要 とされないからである。

私たちは，神聖 を便宜 と，……知識を求める知恵を快

楽 を求める喜びと，伝統 を流行 と，引 き換 えにして しま

ったのである。」(ア ブラハム ・ヘシエル 「自由の危機」

p.200)

多 くの大衆娯楽で裸が容認 されています。 さらには，

サディズムの領域 にまで及んでい ます。 書

ポルノという風 をまいて，崩壊 というつむじ風を刈 り

取 っているとしか言い ようがあ りません。(ホ セア8：

7参 照)

私たちはもっと歴史 を勉強する必要があります。数々

の国家や文明が栄華を極 め，そして死に絶えています。

それはみずか らの道徳的な病が原因でした。

花は芽の状態に大 きく左右されます。青少年期 は，将

来家族 としての花 を咲かすために種をまく時期です。い

かなる国家も，いかなる文明 も，その人民の家庭 に力が

なければ存続することはできません。 この力は，家庭を

築 く人々の高潔さか ら生 まれるものです。

いかなる家族 も，いかなる家庭 も，道徳 と誠実 と相互

の尊敬 という基盤の上に立 たなければ，平和を得，逆境

の嵐か ら免れることはで きません。信頼のないところに

平和 はな く，誠実のないところに自由はあ り得ないので

す。

無分別な性か ら一平安 と愛 と喜びを求めることは，むな

しい夢 にすぎません。不道徳 の中に自由を見いだそうと

することも同様です。救 い主 は言われました。「すべて罪

を犯す者は罪の奴隷である。」(ヨ ハネ8：34)

主の予言者であるエズラ ・タフ ト・ベ ンソン大管長は，

この問題 について次のように明言 しています。

「モルモン経には終わ りの 日の悪魔 の策略に関する警

告があ ります。『またほかの人々をなだめ，この人たちを

すか して肉欲 をほしい ままにさせ るか ら，その人々は
「シオンの中では万事 よろしい

。シオンは栄 えて実 に何

事 もみなよろしい」 と言 う。 このように悪魔 はこの人々
ゆ

を だ ま し， 心 を配 っ て 地 獄 へ つ れ て行 くの で あ る。』(II

二 一 フ ァ イ28：21)
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いかなる家族も，いかなる

家庭も，道徳と誠実と相互

の尊敬という基盤の上に立

たなければ，平和を得，逆

境の嵐から免れることはで

きません。

∂

モルモン経の中には 『目を覚せ曾r'と呼びかけている箇

所が幾つもあります。その一例 を読んでみます。『願わ く

はお前たちが 目を覚 して， まことに地獄の熟睡か ら目覚

め 〔るように。〕……目を覚せ。そして義の よろいを着

よ。お前たちを縛っている鎖 をふ り切 りか くれた暗い境

遇か ら出てち りあ くたか ら立 ち上れ。』(II二 一フ ァイ

1：13，23)… …

今の世 にはびこっている罪 として，性的な罪悪があ り

ます。予言者ジ ョセフは，イスラエルの長老たちはほか

のいかなる人々よりも，多 くの誘惑，攻撃，困難に遭 う

であろうと言っています。(r説 教集」8：55参 照)

ジョセフ ・F・ ス ミス大管長 は，性的な罪 を，教会に

脅威 をもたらす3つ の危機のひ とつとしてあげています 一

が，確かにその とお りです。(「福音の教義」p.302参 照)

今 日の社会は，性的な罪で汚 しつ くされています。」(『器

の内側 を清める』「聖徒の道」1986年7月 号，pp.4-5)

徳 を守ることは本当に確かな道なので しょうか。後悔

か ら自由へ と人 を導 く道はほかにあ りません。徳の道を

歩むことによってもた らされる良心の安 らぎこそ，唯一

の偽 りのない平安なのです。

とりわけ， これは徳 の道 を歩む人々に神か ら与 えられ

た確たる約束です。ナザ レのイエスは山上か ら宣言 して

おられます。「心の清い人たちは，さいわいである，彼 ら

は神 を見るであろう。」(マタイ5：8)こ れは，それを成

就する力を持 っておられ る方ご自身が交わされた誓約で

す。

現代の啓示も，簡潔な戒 めの後 に，ほかに比べ得るも

ののないすばらしい約束 を宣言 しています。
もつ なんじ おもい

「絶 えず徳を以て汝の想を飾 るべ し
q」そしてこれが約

しか みずか

束です。「然る時 は，汝の自ら信ずること神 の前に強 くな
と も

りて ， … … 聖 霊 は 常 に汝 の 伴 侶 とな り， … … 汝 の 支 配 は
し

永遠の支配 となりて強いらるることな く永遠に汝 に流れ

込 まん。」(教 義 と聖約121：45-46)

神 は様々な約束を私 たちに与えて くださいましたが，

絶えず徳をもって思いを飾 る人々に与 えられた この約束

ほどすばらしい ものは，ほかにないのではないで しょう

か。 。

私 は断言 します。 この世界 を，想像 を絶するすばらし

い成長が得 られる自由の世界 とし，汚れのない良心 と愛，

誠実，確かな信頼 と忠誠のもた らす平安の世界 とするこ

とができるのです。

これは，世の人々には見果てぬ夢 のように思えるかも

しれません。しか しこの教会の会員 には必ずで きます。

個人の徳によって世の中はより豊かに， より強 くなるの

です。

願わ くは皆さんの上に神の祝福があって， この自由を

実現し， この平安 を知 り， この祝福 を得 ることができま
しもべ

すように。私は主の僕 として，皆 さんが徳 をま くならば，

現在 と将来 にわたって喜びを刈 り取 ることを約束 します。

□

ホー ム テ ィー チ ャ ー へ の提 案

1.ヒ ンクレー副管長は，道徳的な自制 を無視 して自由

と平安 を求めるという過ちを犯 している人が数多 く

いると指摘 している。 しかしそのような思いや行な

いは，自分 自身を悲 しみのとりことするだけである。

2.良 心の安 らぎこそ，私たちが得ることのできる真実

の平安である。

3.徳 と互いに敬い合 う精神 は，悲 しみを抜 け出して自

由へ続 く道 に私たちを導 く。

4.弓.i用 されている聖句や物語の中に，家族が朗読 した

り話 し合った りするのに適 したものはないだろうか。
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明 るい心
キャサ リン ・クロウス ・キャリントン

む
し暑 くて心地の悪い日でした。暑さのために私は

ぐった りして，い らいらしていました。私の仕事

はスーパーマーケットのレジ係です。夕方 になり，時計

を見ると， もう仕事 に就 く時間です。冷房のきいた店内

に入って も， なぜか不快感 は収ま りません。あと10分 だ

わ， と私は思いました。仕事 を始める準備 をしな くては。

考え込んでいると，スピーカーか ら店の支配人の声が

聞こえてきました。「キ》サ リン，控え室 まで来て くださ

いo」

店の正面入 り口へ行 こうとした とき，ひ とりの客に，

、小麦粉 はどこにあるか と聞かれました。私はほほえんで，

右側の方を指 しましたが，不機嫌 な気持 ちには変わ りあ

りませんで した。あと5分 ，時間が必要で した。ふだん

は客に接したり，話 した りするのが好 きで した。気分の

いい日には，それ もまた仕事の楽 しみのひとつだったの

です。 ところが， きょうは長い一 日になりそうで した。

控 え室でレジに入れるお金 を受け取 り，確認 しました。

きょうの割 り当ては，8品 目以下の買い物客専用の急行

レジの方です。

まあ，嫌だ。私 はそこが嫌いだったのです。必ず規定

以上の品物 を買 う人や，小切手を書 くのに手間取 る人が

いるか らです。今夜 はひどい晩にな りそうだわ。私 は憂

うつで した。

きょうはとてもほほえんでなんていられない， とい う

思いで頭がいっぱいにな りま、した。私はこれまで何年間

も接客の仕事をレてきましたが・いつも竿顔であいさつ

するよう心がけてい，ました。たとえ，そんな気持ちにな

れないときにさえも。 このような仕事 をする人 は，女優
の

のように振る舞わな くてはならないのです。

時間がたち，客の応対 に追われているうちに，い くら

か気分がよくなってきました。この調子なら，何 とか乗

り切れる。そう思った ところに，年老いたス ミスさんが

ゆっ くりとした足取 りでやって来 ました。「こんにちは，

ス ミスさん。お元気ですか。」私は何 とか愛想 よく言 うこ

とがで きました。彼 にほほえみかけ，誠実な態度を示す

ことも何 とかで きたのです。老人 は私の質問に答えなが

ら，後 ろのポケットか ら手探 りで財布を取 り出 しました。

私は彼が買った品物の値段 をレジに打ち込みました。

早 くして くれないか しら， と私 は思いました。 これで

は時間がかかって仕方があ りません。「奥さんが早 くお

元気 になるといいですね。」そう言いなが らも，列がだん

だん長 くなってい くのが気になりました。老人 は少 し震

える手つきで小切手帳を取 り出しました。 まあ，小切手。

彼 は私 に書いて くれないか と頼 みました。「いいです と

も。」私 はで きるだけ愛想よ く答えました。急いで小切手

を書 くと，老人 は，今度 は身分証明書 を出すために，財

布の中を捜 し始めました。

うんざ りした様子を顔 に出してはいけない と自分 に言

い聞かせました。やっ と，老人 は証明書を捜 し出し，私

は必要事項 を小切手 に書 き写 しました。「あ りが とうご

ざいました。またお越 しください。」そう言うと，老人は

笑顔で，「どうもお世話 さま」と言いながら，立ち去って

行 きました。

後 ろで待っていた人 たちは，あの老人のために待たさ

れたことを何 と思ったで しょう。「こんにちは」と言って

次の人が進み出ました。私 はスミス氏が遠 くへ行 ってし

まったことを確かめてか ら言いました。「お待たせ して

すみません。」

すると， その人 は笑いなが らこのように言いました。
「私だって，あの くらいの年になったら，あなたの助 け

を借 りなきゃなりませんよ。」

その答 えを聞いて，私の思いはご変 して しまいました。

なん とすばらしい教訓でしょう。私がそれ まで自分の感

情 を抑え，ほほえみを絶やさないま うにしてきたのは，

愛 と思いや りの気持ちからではな く，給料をもらってい
1るか らという義務感からで した

。けれどもこの男性 は，

心か ら他人 の欠点や弱点を忍耐 したい と望んでいたので

す。彼の態度は，列の後 ろに並んでいた人たちにも大き

な影響 を与えました。い らいらした足踏みとそわそわ し

た態度 は，ほほえみと忍耐に変わったのです。

いら立ち，疲れ，我慢 できなくなったときには，ぢょ

っと心 を落ち着け， 自分はどのように他人 に接 してほし

いかを考えてみて ください。そうすれば，明るい気持ち

にな ります。 そして，自分 もそのように他人に接するこ

とができるのです。□

*キ ャサ リン ・ク ロウス ・キ ャ リン トン姉 妹=ユ タ州 ケ イス

ビルス テー キ部 ケ イ ス ビル 第10ワ ー ド部所 属 。
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このた とえの中で,主 は霊的な命の唯一の源です。主

は,ご 自分に従 う人々 に命 と力 をもたらす唯一 の泉なの

です。ぶ どうのつるからあらゆる枝に養分が送 られ るよ

うに,キ リス トはご自分に信頼 を置 くすべての人々 に霊

の命 を授けるお方なのです。

キ リス トは人 と御父 との仲保者 です。主 はご自分 を

｢道であり,真 理であ り,命 である｣と 言われ,｢だ れで

もわたしによらないでは,父 のみもとに行 くことはで き

ない｣(ヨ ハネ14:6)と 断言され ました。

キリス トは,人 に霊 の命,つ ま り永遠の生命を与 えて

くださったので,私 たちの救いの父 とも言 えます。福音

の真髄は主イエス･キ リス トの贋罪 と復活 にあります。

主はニーファイ人 にみ姿を現わされた とき,こ の点を強
なんじ

調されました。｢わ れはすでにわが福音 を汝 らに授 けた

るが,そ の福音を言い換 うれば次のごとし。まずわが父.

われをつかわ したまいたれば,わ れは父のみこころを行

わんとてこの世に来れ り。

わが父のわれをつかわしたまいしは,わ れが十字架に

かけられて,後 にあらゆる人々をわれに引 きよせんがた
キ ゆえ

めなり。また人がわれを十字架に上げたる故に,今 度 は

御父が世 の中の人 を必ずひ き上げて,こ れを各々の行い

の善悪 に応じて裁判するためにわが前 に立たせたもう。｣

(IIIニー ファイ27:13-14)

以上の聖句から,ス ミス長老がなぜ キリス ト,し かも

十字架 につけられたキリス トを教えるように言われたの

かがわか ります。福音の どの原則をとってもイエスの無

限の瞭罪な くして効力 を生 じるものはなく,教 会はそう

した福音の原則 と儀式 をもたらす経路 になっているので

す。.。

多 くの場合,レ ッスンをイエスに関連づ けて教える責

任 は,教 師である私たちにゆだね られています。たとえ

ば従順の原則 を教 えるときに,次 のように説明すること

もで きます。私たちが従 うのは,主 が私たちを愛 して く

ださり,私 たちのためになることだけを主は要求 される

か らです。つまり,私 たちは主 を愛 し,主 が要求される

ことはすべて私たちの幸福 につながるという信頼を置い

ているので,従 う必要が あるのです。キ リス トが単に従

順を命 じられたからではなく,従 順によって私たちは主

に近づ き,一 層主に似た者 となれるからこそ従 うのです。

断食の律法を教 えるときにも,従 順 と同じように,断

食 と祈 りの目的は私たちを主 に近づける点にある,と 教

えることがで きるで しょう。断食をすると食物や水が無

性 に欲 しくなりますb空 腹のつ らさは,そ れ と同じよう

に主 と主の義を渇望する必要があることを私たちに思い

起 こさせて くれます。断食 とは主のみたまと力を渇望す
せいさん

ることなのです。断食 し,祈 り,聖 餐を取 り,証 を述べ

ることによって主のみた まを受けるとき,私 たちの行な

う断食 は｢悲 しみか ら喜びへ と｣変 わ ります。

レッスンの中で,バ プテスマとは私たちが実 り多い人

生を送 り永遠の生命 を享受できるように,ま ことのぶ ど

うの木であるキ リス トに｢つ ぎ木｣さ れることだ と教え

ることもで きるで しょう。バプテスマを受けることによ

り,私 たちは終わ りまで仕 える(モ ロナイ6:3参 照)こ

とを主に誓約 し,キ リス トのみ名 を自分の身に引き受け

るのです。 また,新 たに生まれるときには,キ リス トの

み姿 を自分の身に刻 んでおきたい(ア ルマ5:19参 照)と

願 うのです。

家族 の歴史活動 も,来 世で家族 と共に住むことだけが

強調 されて,キ リス トの家族の一部 として永遠 に住める

ことが教えられなければ,キ リス トの体か ら遊離 したも
'の になりかねません

。

知恵の言葉や純潔の律法 も,も しも肉体的な健康面の

利益 だけが強調 されるなら,ぶ どうの木か ら切 り取 られ

てしまうか もしれません。 しかし,肉 体 は主の宮居であ

り主のみたまが宿 るところであると教 えるなら,純 潔の

律法 と知恵の言葉 は,よ り深い意味 を持つようにな りま

す。

什分の一 も,そ れが規則だか ら納めるとか祝福 を受け
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これ は確 か な こ とです

ある未亡人の証

メー ラ ン･エ ク ル ズ･八 一 デ ィー

家族旅行の最中,主 人が突然の心臓

発作に見舞われ亡くなりました。私

と5人 の子供を残して。……｢ど う

した らいいの。｣私 は途方 に暮れ て

しまいま した。

主
の使徒のひとりが,私 に次のような約束 をして くださいました。
｢主はあなたをひとりのまま置 き去 りにされ ることはなく,

今後あなたのために必要なすべての務めを果たして くださるで しょ

う。主 はあなたの努力にひとつ残 らず報いて くださいます。 これは

確かなことです。､｣

若 くして亡 くなった主人の葬儀で,こ のような慰めに満ちた言葉

を述べて くださったのは故 リチ ャーズ･L･エ バンズ長老(十 二使徒

定員会会員。1906-1971)で した。その ときはエバ ンズ長老の言われた
｢報い｣と いう言葉の意味が私はよく理解できませんで したが,そ の言

葉は私の心の片隅に何年 もの間 とどまっていました。当時の私には将来

を思い描 くことができなかったのです。

しかし,私 たち家族がひとり取 り残されているのではないこと,愛 に

満ちた天の父が祈 りを聞いて くださっていることは,は っきりわか りまし
かしら

た。16歳 を頭 に4歳 までの5人 の子供たち も,そ の ことをよくわかっていま

しだ。放送関係 の仕事に携わっていた子供 たちの父親 は口癖のようにこう言

っていました。｢おまえたちの声や心の中で思 った ことは,ち ゃんと主に聞 こ

えるのだよ。生活が正 しい波長に合 っていれば,祈 りを通 して声や思いは主

に届 くものさ。｣幼い末っ子のデビッドは,父 親 を亡 くしたその日の晩に祖母

のひざで こう祈 りました。｢ど うぞお父 さんを祝福 して ください。ぼ くが天国

へ行ったときに元気で会えます ように。｣

主人が突然の心臓発作で亡 くなったのは,家 族でユタ州に旅行に来ていた
ぼうぜん

ときでした。 ショックで まだ呆然 としていた私 は,最 初 の大 きな岐路 に直面

しました。私たちの住んでいる家 は,3,000キ ロも離れたワシン トンD.C.に

ありました。｢ど うしたらいいの。両親や昔の友人 たちがいるユタに戻 った方

がいいのか しら。それ ともこれ まで家庭生活を築いてきたワシン トンにとど

まった方がいいのかしら。｣私 は途方 に暮れてし零いました。

すると大家族の長老格 である92歳 の祖 父が よい助言 をして くれました。
｢と りあえずワシントンの家に帰 りなさい。少 なくても1年 は置かれた状況

をじっ くり考えてからでな くちゃ,突 然家族で引っ越すのは賢明 とは言えな

いよ。｣
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供たちは自分の知識 を増 し,信 仰 を強めることがで きま

した。その結果た くさんの友達がで き,教 会員 になった

人 も何人かいました。

振 り返 ってみると,助 け合える近所の人々,学 校,教

会の友人たちの中で暮 らす道 を採った方が知恵にかなっ

ていた ことがわか ります。私たちは夫 という大きな支え

を失いはしましたが,そ れによって安定した生活が崩れ

ることはありませんでした。

夫の死後1年 は,悲 しんでいる暇 などあ りませんで し

た。ひとりで子供 を育てる とい う,新 しく,…とてつ もな

い自分の立場に振 り回されていたので した。夫のラルフ

が生前,家 のことをほとん ど取 り仕切って くれていたの

で,私 はラルフの判断や指導にかなり頼 っていました。

そこで家庭での私の権威 を確立することが まず最初 に必

要でした。子供たちは,誕 生 日や母の日のカー ドに司令

官の服 に身 を包んだ母親の絵 を書いてお もしろがった こ

とがありましたが,そ のときついに私は自分の権威が家

族 に認められたことを知 りました。下の子が上の子供た

ちにこう言っているのを聞いたこともあ りました。｢お

母さんとお父 さんが また一緒になったら,ど うなるんだ

ろうね。だってお母 さんが一番偉 くなっちゃったんだも

の。｣

しかし我が家には特別な守 り手がいました。父親 はす

でに私たちの手の届かない世界へ去って行 ってしまいま

したが,霊 的な意味で はそうではなかったのです。私 は

これを十代の娘ア リソンの次のような言葉で気付 きまし

た。｢ねえ,お 母さん。私はいつで もお母さんの目か ら逃

れることができるんだけれ ど,お 父 さんか らはそういう

わけにいかないわ。｣このとき,私 はエバンズ長老の約束

を思い出 し,そ れ が確かであることを知ったのです。

末の子は,父 親がいないと思ったことはない と言い張

ります。 この子にとって亡 くなった父親は,い つも実在

の人でした。ですか ら家族の永遠性 を保証する誓約や約

束について知るはるか以前か ら,末 の息子 は直観的に家

族が永遠 に続 くものであることを理解 していました。そ

してこの思いは,子 供たちの中で,理 想 と仰 ぐ父親に失

望 されないためにも,み ずか らのふさわしさを証明 した

い という望みへ と変わってい きました。私はと言えば,

自分の管理の職 を立派に果た したい という気持ちで頭が

いっぱいでした。私の永遠の伴侶や天父の期待 を裏切 る

わけにはいき.ません。そうした目的意識が,試 練や成

功を迎えるたびに,以 前 にも増 して家族のきずなを強

め繍 撫
は特騰 味を持。て､､ました。それ 醐

いかり

は私たちがすがることので きる心の錨 であ り,だ れに
頴 でもいつの日か手の届 く鵬 でした

･家 族の瑠 大 醗 撫

き な望 み は全 員 で 主 の み こ こ ろ を行 な い,も う一､話

度家族で共に住むことで した。

の鰯 諜:蟹贈 蹴 搬 早ダ
てい くか ということで した。 これはおそ らく,

夫を失ったほとんどの女性がす ぐに直面する厳

しく恐ろしい現実だ と言 えるでしょう。私には

ふたつの選択肢がありました。ひ とつは,不 十分

なが らも今ある蓄 えを使 い切 ってから,そ の後 で家

族の生計手段を考えることで,も うひ とつはす ぐにで も

職 を探 して,予 備 にい くらかの蓄えを残 してお く道です。

私は後者 を選びました。幸いにも子供たちは皆学

校 に通っていて,年 上 の娘が私が帰宅す る

まで留守 を預かって くれたので,日 中,

家を空けることでがで きま､した。子供た

ちが新 しい状況に適応 し,私 に信頼 を寄

せる姿は,さ なが ら｢神 は天にましまし,

母は地にて養う｣と で もいった図で した。
･私 は大学 を卒業する前 に結婚 したので,

灘

犀
濾

､

.轍
-

騎

;

拶

}

ぜ
蜘

懸

紙
蟻

十分 な能力を身に付 けていませんで した。 し

かし商業英語 とタイプの補習課程を受講 し,一 か ら

始める用意ができました。 まず初めは受付係で した。 こ

れはさい先のよいスター トでした。 こうして勉強 を積む

うちに責任 も増 し,仕 事の幅を広げる機会 にも恵 まれ ま

した。政府の金融機関で過 ごしたこの何年かの経験を通
ま

じて,自 分の興味の幅を広げ,さ ,らに教育 を受 け,技 術
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｢心をつくして主に信頼せよ,自 分の知識にたよってはならない。

すべての道で主を認めよ,そ うすれば,

主はあなたの道をまっすぐにされる。｣(箴 言3=5一 日)

子供たちは家で,だ れよりも私 を必要 としていたのです。

将来を左右するす尽ての決定 は,私 ひとりで下せ るわ

けではあ りませんでした。子供たちとも相談 して決めま

した。子供 たちは試行錯誤 を繰 り返 しなが ら料理を覚 え,

家の掃除が上手になってい きました。昼間は母親が仕事

でいなかったので,子 供たちは外出するにも自分で歩い

て行った り,自 転車やバスを使 った りしました。ケネデ

ィ大統領の有名 な言葉 をもじって,｢母 親が自分のため

にして くれることを問うのではな く,自 分が母親のため

に何がで きるかを問う｣と いうのが我が家の合い言葉に

なっていました。子供 たちは皆働 ける年齢た なると,夏

休 みの間中働 きました。 まだ幼い一番下の子供でさえ,
ていねい

丁寧に磨いた石を持 って近所の家 を1軒1軒 売 りに回っ

たことを私 は知 りました。 こうして子供たちは,間 もな

く自活することを覚えていきました。

私は若 くして未亡人にな りましたが,信 仰を強 く持ち,

希望に満ちていました。その信仰 と希望 を子供たちにも

伝えようとしました。そして家族のだれもが,豊 かな前

途が開け,生 活の中に神のみ手があることを強 く感 じま

した。

友人や親類 もまた私たち家族の幸せを願って,い ろい

ろな意見やアイデアを提供 して くれました。その中には,

子供たちの夏の仕事,学 業,奨 学金,そ のほか もろもろ

の貴重な助言 と援助 もあ りました。病気のとき,困 った

とき,子 供たちが思春期のむずかしい時期 を迎えた とき 田

に,い つ も友人たちの助 けがありました。 そして,家 族

の活動や父 と子の野外活動,そ のほかの行事に私たちを

誘 って くれました。監督や神権指導者 はいつ も相談に乗

って くれました。親切を多 く受 けるばか りで,か えって

つ らい気持ちになることもよ くあ りましたが,そ れによ

って私 も子供たちも,主 の祝福 は直接私たちのこうべ に

注がれるめではな く,人 々の思いや りや働 きを通して与

えられるものであることを学びました。

死別か離婚かにかかわ らず,夫 のいない母親の務めは

きわめて特殊な召しであ り,女 性 はその管理の職をどの

ように果たしたか主のみ前に責任を問われ ます。たとえ

伴侶 を:失った女性でも,主 がすべての親に託 された次 の

㌧世

責任 を負 っているのです。｢ま た両親はその子供 たちに

祈ることと,主 の前 に正 しく歩むこととを教 えざるべか･

らず。｣(教義 と聖約68:28。25-27,29 .32節 参照)と き

には不当に重 い責任が自分 に負わされていると感 じるこ

ともあるでしょう。それで も,務 めを果たせ るように主

は必ず道 を備 えて くださるとい う約束があ ります。(1

ニーファイ3:7参 照)

親が教 えなければならない最 も大切な ことは,霊 的な

価値観です。十二使徒評議員会のボイ ド･K∵ パ ッカー

長老はこう勧めてい ます。｢子供が興味を示 し,教 えやす

い状態のときに,親 は機 を逃 さずその場で教 えるべ きで

ある。｣(｢汝 ら熱心 に教 えよ｣p.110)

子供たちが霊的な飢 えを示 したときに,そ れを満たす

のです。私はこうした勧告があることを知 らないまま,

すでにそれを実践 していました。食事の準備 をしなが ら,

学校へ子供 を送 りなが ら,夕 食のテーブルを囲みながら,

気軽 に福音の教えについて話し合い ました。キ リス トの
しよくざい

順 罪や再臨のような話題 も,政 治や学校 での出来事 と
セひんぱん

同 じように,頻 繁に家庭での話題 に上 りまヒた。

長年の間,私 は次の聖句 を何度 も試 しました。｢心をつ

くして主に信頼せよ,自 分の知識 にたよってはならない。

すべての道で主 を認 めよ,そ うすれば,主 はあなたの道

をまっすぐにされる。｣(箴 言3=56)

私たちは｢現 世｣と いう小 さな窓から永遠 の世界 を見

ています。ちょうど｢わ たしたちは,今 は,鏡 に映して

見 るようにおぼろげに見ている｣(1コ リン ト13:12)の

です。 しか し,や がて各自の生活の意味を永遠の観点に

立 ってはっきりと理解する日が来るでしょう。その とき,

私たちは今は信仰の力で理解 している事柄 を,完 全に知

るようになるのです。私たちが主を求めるとき,主 は私

たちをひ とり置 き去 りにはされない こと,私 たちのため

に必要なすべての務 めを果たして くださること,必 ず報

いを与 えて くださること,な どについてもはっきり知 る

で しょう。人 に弱点 を知 らせ,そ の弱点 を強さに変える

機会 を与えて主は私 たちの中の くずを金 に変えて くださ

るのです。□
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女

い

と

ぼ

そ

う

…

よ

て

雨
ゲ

は

車

。

い

わ

た

で

に

た

て

手

は

つ

に

帰

ト

ん

ア

を

ん

彼

て

こ

が

，

こ

。

る

わ

一

ン

動

た

て

た

ふ

が

ち

ふ

し

の

い

の

に

一

せ

ド

り

込

し

い

手

て

て

夫

来

あ

話

こ

い

し

き

丈

て

ど

う

す

か

が

て

大

つ

れ

こ

に

温

気

え

は

帰

け

を

く

な

な

ご

ん

ば

る

と

ぼ

き

う

聞

さ

れ

な

“
〉

。

た

，
声

お

く

暗

・

ば

か

号酬岬髄聖
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答応
．
疑質

し召のへ

、

々人いなはで員会教

　

会

本

を

に

い

す

月

定

・

に

の

弟

な

望

は

管

た

会

れ

教

。
仕

単

た

で

１０

一

Ｌ

会

弟

兄

要

く

彼

副

し

教

す

が

す

奉

も

れ

と

年

第

・

教

兄

の

重

強

き

ン

ま

人

で

で

と

ら

こ

７６

人

ト

の

機

ち

れ

め

う

１９

十

一

そ

動

持

そ

認

い

る

気

，
を

と

す

の

か

能

か

を

私

の

才

う

仕

無

い

の

ど

奉

に

た

分

か

で

当

し

自

の

部

し

え

ド

召

与

一

の

に

ワ

会

み

を

教

の

力

は

員

能

女

会

や

彼

教

能

。
は

才

す

し

の

ま

召

自

い

も

独

て

と

’
え

れ

が

考

そ

人

と

’

義教の会教仇あでのもたれらえ

　か

友

い

か

う

助

あ

の

た

う

よ

一
滋

糊
鼎
鍬

轍

は

め

る

な

問

す

で

た

れ

の

は
言

驚
鷲
灘

の

を

ら

本

を 　

与

ん

て

せ

し

ま

と

り

　

，

ロ

長

な

し

動

き

た

・

こ

ン

る

す

ま

も

れ

私

め

き

ベ

ン

の

て

ち

の

召

を

と

．会

で

の

ン

も

ま

た

就

し

Ｂ

，

ウ

な

で

え

て

さ

ｄ

，
求

と

む

ソ

こ

べ

た

部

ら

し

か

教

会

員

ソ

間

し

つ

に

ま

・

い

ラ

に

の

答

、
と

召

す

て

を

た

拒

プ

。

す

私

支

か

召

切

。

蹴

飴

ガ

奨

臓

髄

雌

御

ｒ

絵

ヴ

艶

炉

則

祇

栃

硬

か

魎

腕

鋼

沙

対

紛

丸

鮒

注

免

鰯

樋

対

の

員

シ

入

例

は

」

ん

ヒ

長

・

の

ば

管

す

主

い

に

ら

召

機

と

い

召

ま

ま

て

で

い

つ

り

副

で

。
よ

業

か

た

の

」

て

の

り

部

し

の

な

い

戻

ン

う

よ

で

み

ず

ま

仕

い

つ

会

ま

ド

通

る

で

は

に

，

う

ウ

そ

す

れ

の

み

，
奉

な

語

教

は

一

を

け

員

の

問

，
る

こ

「

と

と

ウ

ね

長

ど

ラ

「
。

で

そ

主

は

し

の

は

は

は

て

ワ

者

受

会

る

質

は

あ

Ｑ

で

い

る

ラ

尋

管

は

ｄ

ブ

た

単

ば

「

ト
ち

い

そ

で

老

針

当

，
導

を

教

け

う

七

バ

老

い

た

機

た

あ

ブ

う

副

に

か

し

簡

れ

た

な

に

き

長

方

に

は

指

し

受

い

　難
欝欝
灘
灘　欝
灘

ド

こ

で

会

や

補

歴

い

め

指

の

述

で

際

指

Ｔ

れ

員

て

か

疑

属

な

か

よ

よ

ま

し

を

一

も

吟
焔
搬
激
外
櫛
働
茄
鵬
陶
好
磯
韻
渓
撮
眠
讃
撮
鄭
誰

棚
漸
睦
Ｄ
助
糺
擢
硬
嫉
汐
撮

い

言

は

力

学

家

員

員

歌

果

特

教

は

Ｃ

〔

承

を

は

つ

分

召

し

は

の

た

る

な

き

者

ン

長

ソ

部

ン

ジ

キ

ト

マ

一

一

州

テ

ノ

ン

ス

・

シ

Ｍ

ン

部

。

．コ

キ

ル

ス

一

一

イ

テ

ー

ポ

ウ

ス

に

教

ら

て

や

し

ぽ

。
え

人

こ

な

こ

え

な

し

さ

き

，

わ

つ

能

ず

に

す

答

い

る

で

す

考

行

も

小

と

は

か

持

才

－
必

件

で

に

な

け

員

召

に

く

か

に

る

と

か

を

な

は

条

」
と

問

で

受

会

に

般

よ

る

特

驚
蜜
轡
禦
膿
鞭
耀
監
痛

問

き

る

い

か

る

る
Ｅ」と

な

，
の

ま

定

際

る

る

。

頒

窃

窃

昭

此

醐

納

加

誘

巌

搬

驚

鵬

渓

御

０

凱

こ

え

員

，
る

力

召

ら

も

な

も

が

人

は

れ

れ

ま

覚

会

ず

い

能

も

な

で

る

で

と

い

と

ら

わ

れ

号朝響髄聖



奥

な

期

は

と

る

の

感

つ

て

，
く

延

彼

分

れ

こ

霊

よ

れ

た

た

を

Ｑ
自

く

。

，

に

さ

ま

し

マ

す

が

て

す

が

者

召

。
害

ス

ま

ん

し

ま

々

導

に

ん

を

テ

い

さ

に

い

人

指

任

せ

ち

プ

も

奥

つ

て

の

権

責

ま

持

バ

人

か

と

つ

く

神

の

い

気

に

る

日

ひ

願

多

た

会

　

で

の

め

い

の

を

を

な

け

教

す

た

て

し

て

ん

ん

た

て

つ

い

と

う

受

，
ま

私

会

さ

し

言

か

る

と

す

る

望

さ

い

し

い

思

こ

よ

を

て

い

る

は

盤

か

す

仕

う

切

受

な

も

仕

は

ワ

む

ご

権

会

す

る

し

員

を

て

て

よ

し

こ

す

画

基

味

仕

奉

い

大

を

も

る

奉

に

ず

住

く

る

。
教

理

れ

か

会

況

え

が

に

ら

る

加

計

を

意

奉

に

と

が

」

て

す

な

督

わ

に

働

け

す

，

管

さ

し

教

状

う

と

と

た

め

□

参

の

長

の

て

か

る

の

酬

の

で

的

監

問

内

に

受

ま

い

や

召

。

て

や

た

こ

こ

も

進

。

は

音

成

そ

こ

い

あ

く

報

も

」

身

。

を

域

共

を

い

従

師

に

ん

し

機

し

す

る

を

を

す

会

福

の

Ｑ

と

，

で

お

「

る

意

献

す

し

区

と

感

て

に

教

職

せ

通

動

解

召

す

福

設

て

教

，
間

す

，
く

要

て

は

す

厚

，

て

な

轄

々

霊

れ

針

は

つ

ま

を

の

理

に

う

祝

建

の

の

り

人

ま

も

な

重

え

し

に

「

く

の

る

管

人

て

ら

方

人

持

り

感

々

め

任

そ

に

の

る

ち

あ

く

い

て

は

が

覚

召

め

た

な

な

あ

の

の

い

え

の

い

を

あ

霊

人

極

責

。

ら

国

き

つ

て

か

を

。

た

ま

も

会

て

部

て

つ

与

会

な

能

は

は

い

見

の

す

彼

王

て

，

て

…機

員

ト

ベ

に

が

教

で

権

と

督

な

く

定

ま

て

の

が

教

ま

と

ら

る

す

こ

て

け

く

の

の

会

一

す

と

能

員

る

こ

監

て

よ

特

き

つ

主

と

　

ウ

　

ウ

く

間

た

儀

す

の

払

Ｑ

人

う

し

バ

し

し

に

の

を

ひ

ま

て

い

員

，

リ

す

つ

を

が

の

つ

あ

さ

祝

な

会

身

も

主

を

。

て

集

献

女

こ

の

多

時

ま

余

ま

そ

を

か

の

い

か

ぜ

と

て

え

部

人

う

り

れ

て

会

す

ナ

ま

持

マ

す

い

と

員

召

と

，

と

，
を

り

つ

牲

う

そ

と

し

な

員

の

答

支

い

も

あ

か

。

つ

教

ら

ミ

い

を

ス

ま

な

に

役

に

び

う

員

の

る

彼

，

る

は

身

れ

費

あ

い

犠

よ

，
る

。

，
会

い

の

や

な

き

が

置

す

知

，

わ

セ

て

証

テ

い

え

人

の

長

喜

よ

会

会

い

。
が

入

一

員

な

し

教

教

て

す

す

に

に

献

ら

出

が

は

，
し

は

あ

す

ら

，
な

間

部

て

へ

柄

が

て

が

は

か

朝

し

て

プ

て

ら

な

す

の

め

の

と

人

し

で

え

て

で

な

け

さ

質

ド

員

す

事

人

況

私

性

か

早

加

い

ハ

ん

も

う

リ

委

き

で

，

も

つ

ま

ま

会

一

会

慮

な

個

状

，
男

も

と

参

つ

，
望

が

よ

ナ

ス

大

と

り

年

集

い

い

教

た

ら

求

他

こ

い

を

の

答

実

き

る

受

た

の

果

か

が

の

る

な

心

る

の

真

と

あ

を

果

こ

ワ

教

考

要

は

な

ば

い

に

会

に

に

し

と

可

の

ミ

ラ

は

こ

と

何

に

が

て

が

を

心

牲

そ

れ

て

決

す

つ

は

つ

が

マ

を

。

，

が

に

重

れ

別

え

若

い

集

心

音

す

い

許

彼

セ

ク

と

る

ひ

，
的

妹

つ

女

Ｑ

，

は

こ

な

う

て

期

姉

持

彼

し

合

犠

や

さ

員

な

と

と

音

持

証

ス

し

か

て

者

際

の

ぞ

特

と

る

な

の

熱

福

ま

た

の

召

場

な

費

く

会

う

う

ひ

福

を

し

テ

召

う

し

導

す

つ

。

る

た

あ

は

会

に

は

い

け

親

す

は

い

る

と

も

人

定

な

を

は

い

に

的

証

人

の

の

的

旅

な

教

よ

お

が

証

も

プ

て

よ

関

指

召

と

す

い

る

て

教

一

彼

て

受

両

て

て

る

れ

福

、

、

、

『

評
鷺

諺
慧

霧

鍵
慧

．、

、メ

灘

蟄

メ

蔭

鑑

、

書

の

．

騨

還

講

バ馨

ふ

ぜ

き

よ

馨

、

・

§

・

・

弊

雪

幣

ト

ぼ

い

ア

ま

　

チ
ご

み
み

夢
馨
藪

藝

慧
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ように助 けました。日曜学校 には家族の歴史クラスが設

けられました。扶助協会では家族の歴史相談係 を召 して

毎週2,3分 発表 を行ない,作 業が進むように励 ましま

した。

こうして1988年4月 までには,ワ ー ド部の団体参入 に

十分な数の名前がそろいました。最初の団体参入には18

人のワー ド部の会員が参加 しました。ふだんは,片 道2

時間かかるセン トジョージ神殿の参入 には5,6人 しか

集 まらなかったのです。

この団体参入の体験談が紹介されると,会 員たちの関

心も高まって,プ ログラムはステーキ部にまで引 き継が

れました。その間,4月 の団体参入 に参加 しなかったワ

ー ド部の会員たちは,自 分たちの作成した記録を提出で

きるように,援 助を求めるようになってきていました。

その後,ハ ワー ド･ワ イズマン兄弟は自分の先祖のため

に182回 以上 も儀式を受 けました。

ワイズマン兄弟 は夫婦で家族の歴史相談員 として召さ

れ,ワ ー ド部の会員たちを訪問するようになりました。

家族の傍 らに座って｢家 族の記録｣の 作成を助 け,作 業

の進め方を教えました。テ リー･ワ イズマン姉妹 はこう

語っています。｢大勢の人がすでに情報を集めていて,後

はただ記入の仕方や提出の方法を知 らせればよい状態で

した。私たちは自分の責任を伝道活動だ と思い,一 人一

人 に教えています。その中には,夫 婦の一方が教会員で

翻 曲鋤 臨
礁･譲 野騨 騰

､㌻,堵･鄭4

羅､＼ 饒 ,､
舘･

譜1糊
騰 轄鎌 鳴蝉 嘆 照 凹 雛整

はない家族やお休み会員の家族,

若い独身者,未 亡人やその子供

たち,ワ ー ド部やステーキ部の

指導者たち もいます。 そして,

自分が進めている作業のために

祈るようにチャレンジしていま

す。｣

ハルゼー監督は次 のように述

べています。｢ワ ー ド部 の会員･

が,ひ とたび,こ のプログラム

に参加す ると,家 族の歴史活動

が どれほど簡単な もので,ど ん

なにすばらしい報いが
!ワ!,

得 られ るか理解するよ 曳'

うになります。 こうし 郷 ㌦

て,プ 。グラムが軌道 に乗 餓,
ガし ヨ

る よ うに な っ た の で す 。｣!

螺難議論 恥
〆

人 の名前を提出したのです。ワイ

ズマン姉妹 の語 るように,｢人 々

は自分の愛する人のために働 くよ

うになると,も っと熱心に家族の

歴史探求に取 り組むようになるの

です。｣

　翻

糊

螺
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ど うぞ

キ ャシー を

祝 福 して

くだ さい

自分;を傷つけた人のために祈ることが,

本当に役立つのでしょうか。

ト リー ナ･へ 一 ゼ ル ウ ッ ド

エス は 山上 の垂訓 の中 で｢あ な

イ た の敵 を愛 しな さい｣と 私 た ち

に言 ってお られ ます。r現在 の教 会 の指

導者 た ち も,私 た ちが ほ かの人 に対 し

て悪 い感 情 を抱 くとき,こ の教 えの よ

う1ごしな さい としば しば勧 告 してい ま

す。 私 は大 人 に なる まで,そ の勧 告 を,

口で は言 えて も実 際 に は絶 対 で きな い

こ とだ と考 えて いた もの です。 とこ ろ

が,自 分 の嫌 い な人 のた め に祈 る とい

う特 別 な機 会 が,私 の人 生 の 中 に もや

って来 ま した。 私 の人 生 を変 えた祈 り
ゆる

と赦 しの経 験 か ら,私 は この勧 告 に託

され た知 恵 を学 んだ ので す。

事 の始 ま りは こ うで した。 私 は,自

分 の通 う小 さな ワー ド部 で,若 い女性

の年 齢 に な りました。 た くさん の活 動

に参 加 して,私 はそ の どれ に も最 善 を

尽 くそ う とし ました。 若 い女性 の一 員

になれ た こ とが うれ し く,い っ も一 緒

にい る4人 の女 の子 と友情 を深 め よ う

と努 力 し始 め ました。 ところが ほ どな

くして私 の喜 び は心 の痛 み に変 わ って

い き ました。 この4人 の少女 たちが,

私 の生 涯 の最 も大 きな試練 のひ とつ と

して私 の前 に立 ち はだか ったか らで す。

彼 女 た ち は私 の才能 をね た んで,私

の 自尊 心 を くじ くた め に,自 分 た ち に

で きる あ らゆ る こ とをす るよ うに な っ

たの です。 最初 は,私 の悪 口 を言 って

回 るだ けで した。 それが 次 に は,一 緒

にな って 日曜 学校 で 私 をか らか うよ う

にな っ たので す。 あ る とき,若 い女 性

の クラス で,私 は その うちの ひ と りの

隣 に座 りま した 。す る と彼女 は立 ち上

が って,部 屋 の 反対側 へ 移動 して しま

い ま した。私 が提 案 した り,責 任者 に

な った りす る と,彼 女 た ちは決 まっ て

活 動 を休 み,責 任 を果 た そ う としな い

ので した。

それ で も私 は標 準 を守 ろ う として一

生懸 命 に活動 に参加 し,若 い女 性 の確

認 証 を受 けた りも しま した。 しか し,

それ によ って彼 女 た ち との仲 が 改善 さ

れ た こ とはあ りませ ん で した。

数 カ 月 ある い は2年 くらい な ら,こ
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の よ うな扱 い を受 け て も我 慢 で きるで

し ょう。私 の場 合 は,周 囲 の人 との交

際 が大 きな意味 を持 つ思春 期 に,4年

間 もこの よ うな状 況 の中 に いた ので す。
らく ご

私 は,友 達 もな く,自 分 を落伍 者 の よ

うに感 じま した。 そ れ は とて も寂 しい

時期 で した。

私が16歳 の と き,家 族 で新 しい土地

へ 引 っ越 しま した。 これ で私 はすべ て

の悩 みか ら解放 され るだ ろ う と思 って

い ま したが 現 実 は反対 で した。新 しい

環境 の中 で,私 は 自分 が の け者 の よ う

な気が し ました。 私 は自分 にす っか り

自信 を な くして いた の で,自 分 を好 き

にな って くれ る人 な どだれ もいな い だ

ろ う と思 っ たの です 。私 は,こ の よ う

な惨 め な気 持 ち に させ た以前 のあ の少

女 た ち を憎 み ま した。 つ き ま とう過 去

の 自分 をひ きず っ た まま私 は どうすれ

ば｢や り直 し｣が で きる だ ろうか と思

案 に暮 れ て い ま した。

ひ どい孤 独 感 や心 の痛 み に悩 まされ,

人 との交 際 に飢 えて,自 分 の なす べ き

こと を自問 しま した。す る と,｢あ な た

の敵 の ため に祈 りな さい｣と い う昔 か

ら言 われ て きた,あ の 言葉 が心 に浮 か

んで きたの です 。

私 の 自尊 心 も,希 望 も,友 達 との関

係 もめ ち ゃめち ゃ に した あの少 女 た ち

のた め に祈 るPそ ん な こと絶 対 で き

ない。.私はそ う思 い ま した。

しか し私 は,み た まが祈 るよ うに告

げて い るの を感 じま した。

私 は,以 前 の よ うに成 長 し自信 を取

り戻 す に は,彼 女 た ちを赦 さな けれ ば

な らな い こ とはわか って い ま した。 ひ

ざ まず き,い つ もの よ うに祈 り始 め ま

したが,次 の瞬 間 それ をや めて し まい

ました。 彼女 たち の ため に祈 れ なか っ

た ので す。 どう して も祈れ ませ んで し

た。 私 はひ ざ まず い た まま30分 ほ ど泣

き続 けま した。 そ して,今 度 は主 に力

を求 め なが ら こ う祈 りま した。｢天 の

お父様,キ ャシー,ア ン,シ ェ リー,

ジ ュ リー を どうぞ祝 福 して くだ さい。｣

私 が 言 った の は それ だ けで した。何 の
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意 は変 わ り ませ ん で した 。 しか し,

チ ー ム の 仲 間 に それ を理 解 して も ら

う とな る と,話 は別 で す 。

ジ ョー デ ィー は そ の 気 持 ち を次 の

よ う に説 明 し ま し た 。｢も し,日 曜 日

に 試 合 に 出 な けれ ば,チ ー ム の 皆 を

失 望 させ て し ま う し,私 も後 ろ め た

さ を感 じる わ 。 で も,も し試 合 に 出

た ら,も っ とた く さん の人 を失 望 させ て し ま う こ と に な

る の よ。 まず,約 束 を破 る こ とに な るか らら 自分 自身 に

失 望 し て し ま う で し ょ う。 両 親 も失 望 す る で し ょ う。 主

との約 束 が,私 に と っ て どん な に大 切 か を 知 っ て い るか

ら。 い と こ もが っ か りす る わ 。 彼 は私 に倣 って 日曜 日 に

は試 合 に出 な い と言 っ て い る ん で す も の 。 そ し て,.安 息

日 を破 らな い こ と を教 え て くれ た セ ミナ リー の 先 生 も失

望 させ て し ま うわ 。 で も,一 番 大 切 な の は｣神 様 を失 望

させ て し ま う とい う こ と。 それ だ け は,絶 対 に で き な い

わ 。｣

ジ ョー デ ィ ー の 必 死 め説 明 も,仲 間 た ち に は あ ま り理

解 して も ら え ませ ん で した 。 土 曜 日 の晩 ず っ と,チ ー ム

の仲 間 た ち は ジ ョー デ ィー に試 合 に 出場 す る よ う説 得 し,
ぶじよく

ジ ョー デ ィ ー を か らか っ た り,思 い つ く限 りの侮 辱 を彼

女 に浴 び せ ま した 。 と う と う,ジ ョー デ ィ ー は 夜 中 に 泣

きな が ら家 に電 話 を入 れ ま した 。 自分 の 決 心 を曲 げ そ う

に な っ たか らで は あ り ませ ん。 ひ ど く孤 独 感 に悩 ま され

た か らで す 。･

両親 は,ジ ョー デ ィー の話 に 耳 を傾 け,ジ ョー デ ィー

の 気持 ち を理 解 し て くれ ま した 。 父 親 も母 親 も電 話 口で,

一 緒 に祈 っ て くれ ま した
。 電 話 を切 っ た 後,両 親 は,サ

ン フ ラ ン シ ス コ の近 くに住 む 昔 の友 人 に,ジ ョー デ ィー

を助 け で くれ る よ うに 頼 み ま し た。

翌 朝,ジ ョー デ ィー は起 ぎて,洋 服 に着 替 え ま した 。

そ れ は ス タ ン ドの観 客 に交 じ っ て,試 合 を観 戦 す るた め

の 洋 服 で した 。 試 合 は結 局1対1の 引 き分 け とな り ま し

た 。 ゲ ー ム 終 了 後,チ ー ム の 仲 間 の 多 くは ジ ョー デ ィ ー

に ひ どい 言 い 方 を した こ と を謝 り ま し た。

㌧蓄
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騨
議
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犀

弗
削
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ジ ョー デ ィー の チ ー ム は第3位 と

な り,過 去 最 高 の 成 績 を収 め ま し た。

ジ ョー デ ィー は,こ れ が 引 退 の潮 時

だ と思 い ま し た。

｢サ ッ カ ー に 関 して 言 え ば
,自 分

の 望 み は ほ とん ど達 成 し ま した｣と

ジ ョー デ ィー は語 り ます 。 ジ ョー デ

ィー は,ユ タ州 で ゴ ー ル キ ー パ ー の

最 優 秀 選 手 と して 認 め られ,多 くの 大 学 か ら引 き抜 き の

声 が か か って い ま し た 。 しか し,日 曜 日 の 試 合 に は出 な

い とい う ジ ョ｣デ ィ ー の 方 針 を聞 く と,そ れ 以 上 は関 心

を示 さ な くな り ま し た 。｢今 は,も っ とほ か の 才 能 を伸 ば

した い ん で す 。 音 楽 とか 演 劇 とか 。 そ れ に,セ ミナ リー

の 評 議 員 の責 任 もあ るの で,結 構 忙 し い ん で す｣と ジ ョ

ー デ ィー は言 って い ます
。

で す か らジ ョー デ ィー の 高 校 生 活 最 後 の 年 は,長 年 す

べ て を打 ち込 ん で きた サ ッカ ー とい う ス ポ ー ツが ジ ョー

デ ィ ー の 生 活 の 中 か ら消 えて も,や は り忙 し い も の とな

るで し ょ う。 サ ッカ ー に対 す る未 練 は そ れ ほ どな い で し

ょ う し,こ れ まで サ ッ カ ー を通 して 学 ん だ 教 訓 は,こ れ

か らの人 生 に お い て も大 きな 助 け と な る だ ろ う と ジ ョー

デ ィ ー は考 えて い ます 。

｢『す べ て の 事 に は 季 節 が あ 〔る〕』 と伝 道 の書3章1節

に は記 さ れ て い ます が,私 の サ ッカ ー の季 節 は終 わ っ た

の だ と思 い ます 。 後 悔 は あ り ませ ん 。 サ ッ カ ー の お か げ

で,い ろ い ろ な伝 道 の 機 会 に恵 まれ ま し た。 主 は私 を祝

福 して くだ さ り,ま た,私 を通 し て ほ か の人 々 を祝 福 さ

れ ま し た。 い つ で も報 い が あ り ま し た 。 卑 しめ ら れ た り,
『押 しの け られ た り し て

,い ろ い ろ な 目 に遭 い ま し た。 で

も,そ れ ら も乗 り越 え られ る とい う こ とが わ か り ま し た。

主 は 私 を信 頼 し て くだ さ っ て い ます 。 私 も自 分 に 自信 が

持 て ま した 。｣ジ ョー デ ィ ー は そ う語 り ます 。

ジ ョー デ ィ ー は,た だ1度 の サ ッカ ー の試 合 と引 き換

え に,こ れ らの す べ て を失 う こ とは あ り ませ ん で した 。

ジ ョー デ ィー は そ れ を知 っ て,今,大 き な幸 福 感 を味 わ

っ て い ます 。 □
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くして は,肉 体 を持 った人 間 に神 の力

が 表 わ れ る こ とは あ りませ ん。(教 義

と聖約84:19-21参 照)

さ らに私 た ち は,神 権 の職 と召 し と

定 員会 の 区別 を理解 して お く必 要 が あ

ります。 メル キゼ デ ク神 権 の職 に は次

の よ うな もの が あ ります。 帆

長 老 一常任 教職 者 。

七 十人 一巡 回福 音伝 道 者。

大 祭 司一霊 につ け る事柄 を管理 し,執

り行 な う者 。

祝 福 師一教 会 員 に祝福 を結 び固 め る者 。

使 徒 一巡 回管 理高 等評 議 員,全 世 界 に

お け るイエ ス･キ リス トの み名 の特別

な証 人。

大神権 の大管 長会 一神 権 の一 切 の職務

を行 な う権能 を持 つ 。

ア ロン神権 には次 の4つ の職 が あ り

ます。

執事 一教 会 を見守 る常任 教職 者。

教 師一常 に教 会員 を見守 り,共 に あ っ

て彼 らを強 め る。

祭 司一説 き,教 え,釈 き,勧 め,バ プ
せいさん

テスマ を施 し,聖 餐 式 を執 り行 な い,

各 会員 の家庭 を訪 れ る。

監 督一 ア ロ ン神権 を管理 し,世 俗 的 な

事柄 を処理 す る。

メル キゼデ ク神権 とア ロ ン神権 のい

ず れ の職 も聖任 とい う方法 に よ り授 け

られ ます。 ア ロ ン神 権 の職 を受 け るの

にふ さわ しい 男性 はまず最 初 に この神

権 を授 与 され,ア ロ ン神 権 者 とな りま

す。 それ以 降,ア ロン神権 の職 を授 け

られ る ときに は聖 任 を受 け ますが,ア

ロ ン神 権 そ の もの はす で に授 けられ て

い るので,こ れ を受 け直 す必 要 はあ り

ませ ん。

同 じよ うに,メ ル キ ゼデ ク神権 の職

を受 け る男性 は最 初 に この神 権 を授与

され る と,メ ル キゼ デ ク神 権 者 とな り

ます。 そ して これ以降,メ ル キゼ デ ク

神権 の どの職 を授 け られ る場 合 で も聖

任 を受 け ますが,メ ル キゼ デ ク神 権 そ

の もの を受 け直 す必 要 はあ りませ ん。

神権 の召 しは任 命 に よっ て行 なわ れ,

聖任 とは異 な ります 。 この よ うな召 し

には,地 区代 表,ス テ ーキ部 長,副 ス

テ ーキ部 長,監 督 会,定 員会 の役 員,

補助 組織 の役 員,教 師,そ の ほか の特

別 な召 しが あ げ られ ますが,こ れ だ け

に限 りませ ん。

メ ル キゼ デ ク神 権 の定 員会 は次 の と

お りです。

長 老定 員会 一 常任 教職 者 の組 織。

七 十人 定 員会 一巡 回長 老 の組 織 。

大 祭 司定 員会 一 ス テー キ部 内 のすべ て

の大祭 司 が所 属 する 。 ステ｢キ 部 長 な

らび に副 ス テー キ部 長 が この定 員会 の

会 長 会 を構成 す る。

十 二使 徒 定 員会 使 徒 として聖 任 され,

同定 員会 の一 員 と して支 持 を受 けた教

会 幹 部 に よ り構 成 され る。

大管 長会 一 教会 の大 管長,な らび にふ

た りの副管 長 に よっ て構 成 され る。

聖 任 に よ って授 け られ た神権 の職 は,

ふ さわ し くある限 り,永 久 にそ の職 を

授 け られ た男性 の も とに とど ま ります。

宗紀 上 の問 題 を協議 す るた めに開 か れ

る教 会 の各 種 の評議 会 で公 式 の処 置 を

受 け る場合 を除 き,取 り去 られ る こ と

はあ りませ ん。
いしずえ

家 庭 は教 会 の 礎 です。 家庭 と家族

は正 しい生 活 を送 るため の永 遠 の単位

です。 ふ さわ しい神権 指 導者 な らび に

家族 の父親 は,ま ず第 一 に家庭 の中 で

こそ,神 権 者 と して の務 め を よ く果 た

さな くて は な りませ ん。 み ずか らの神

権 を用い て妻 と子 供 た ち を祝福 し,模

範 に よって家 族 を正 し く導 け る場 所 は,

家 庭 をお い て ほか にな いの です 。

父親 が神 権 を持 って い るに もかか わ

らず ふ さわ し くな い場 合,こ の父親 に

働 きか けて,.強 め るの は ホーム テ ィー

チ ャー の務 めで す。 家庭 の 中 に神権 者

が いな い場 合 に は,ホ ーム テ ィー チ ャ

ーが そ の家族 の も とに神 権 の祝福 を携

えて行 き,家 庭 を祝 福 します。 神権 は

家族 に幸 福 と喜 び を もた らす た めに あ

るので す。神 権 の祝 福 は,そ れ を願 い

求 め る信 仰 を持 った人 々 に授 け られ ま

す。 神権 を持 つ父親 はみず か らの神 権

を行 使 して,定 期 的 に特 別 な祝 福 を授

け,そ れ に よって妻 や子 供 た ち に豊 か

な祝 福 を もた らす ので す。 家族 が病 気
ち い や

の と きに神 権 の儀式 を行 な えば,癒 し

と慰 めが得 られ,ほ か の方 法 で は到底

得 られ な い一体 感 が生 まれ ます。

神 権 の儀 式 の中 に は,主 の宮 居 の 中

で しか行 なわ れ ない神 聖 な ものが あ り

ます。神 権 者 もふ さわ しい姉妹 も,各

自,正 しい生活 を送 り主 の戒 め を守 っ

てみず か らを備 え,神 殿 に参入 して正

聖徒の道/1990年9月 号
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しい礼 拝 を通 して授 け られ る賜 を受 け

る必要 が あ ります 。 そ うす る こ とに よ

って,私 た ち は神 の最 大 の賜 で あ る永

遠 の生 命 を受 ける機会 にあ ずか るので

す 。･

主 の助 けを得 て私 た ちす べ てが聖 な

る神権 の権 威 と権 能,そ して神権 が与

え て くれ る数 々 の賜 を理 解 で き る よう

に,ま た,神 権 の誓 約 を交 わ しそ れ を

守 るに ふ さわ しい生 活 を送 れ る よ うに

お祈 りいた します。

ブル ース･R･マ ッ コン キー長 老 は

以 下 の ような助 言 を与 えてい ます 。

1.神 権 とは,人 類 の救 い の ため に

す べて の こ とを行 な う よ うに地 上 の人

間 に託 され た神 の権 威,権 能 で あ る。

2.｢わ れ らは,福 音 を宣 べ,且 っ そ

の儀 式 を執 り行 うた め には,啓 示 と,

権威 あ る者 の按 手 によ り,神 に よ りて

其任 に召 され ね ばな らぬ こ とを信 ず。｣

3.神 権 は授 与 され る もので あ る。

た とえ ば｢あ な た にメル キ ゼデ ク神権

を授 け ます｣と 言 う。

4.神 権 の職 は聖任 に よって授 け ら

れ る。 た とえば｢メ ル キゼ デ ク神 権 の

長 老 の職 に あな た を聖 任 し ます｣と 言

う。

5.管 理 上 の責 任 は任命 に よっ て与

え られ る。 た とえ ば｢ソ ル トレー クス

テー キ部 の ステ ー キ部 長 にあな た を任

命 し ます｣｢と 言 う。

6.鍵 は管 理 す る長 た る者 としての

責 任 に任命 され る とき与 え られ る。神

権 の職 に聖 任 され る男性 は権 利 や権 能

を授 け られ て も,鍵 は受 けな い。

7.長 た る者 を助 け るい わ ゆ る｢副｣

の立場 にあ る人 々 に鍵 は与 え られ ない。

これ らの人 々 は管理 者 の一 員で はあ っ

て も,長 た る者 へ の助 言者 と して の務

め を果 たす。 高 等評 議員 に も鍵 は授 け

られな い。 高等評 議 員 の責任 は教 え導

くこ とにあ り,管 理 者 として の責任 は

与 え られて い ない。

8.聖 任 と任 命 は キ リス トのみ名 と

神 権 の権 能 に よ り,按 手 を もって個 別

に行 な われ る。

9.祝 福 を授 ける ときはみ た まの導

きを求 め る。
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そ こで,私 たち は深 く自己反 省 して,

慎重 な計 画 を立 て ま した。私 た ち の計

算 で は,5人 にバ プテ スマ を施 す には,

20人 の求 道者 に レッス ン を し,そ の う

ちの少 な くとも10人 にバ プ テス マ をチ

ャレ ンジ し,毎 日3人 の新 しい求 道者

を見 つ け る必 要 が あ りま した。 そ して,

私 た ちが バ プ テ ス マ を施 す 動 機 は,

人 々が真 理 を見 い だ し,救 い を得 る こ

とで あ る と,へ り くだ って主 に申 しあ

げたの です。 まず,次 の よ うな具 体 的

な 日々 の 目標 を設 定 し ました。 モル モ

ン経 を5冊 配 布 す る,10人 に街頭 伝 道

す る,毎 週 ふ た りの求道 者 にバ プ テス

マ をチ ャレ ンジす る,な どです。 そ し

て,こ の 目標 を書 き留 め,私 た ち の決

意 を示 す ため にふ た りの署名 を入 れ ま

した。 こう して 私 たち は伝道 を進 め ま

した。

6月 にな り,ま たた く間 に 日々 は過

ぎて い きま した。私 た ち は一 生 懸命働

き,2週 目 まで にふた りにバ プテ スマ

を施 し,3週 目 に もうひ とりバ プ テス

マ を施 しま した。 目標 達 成 まで には,

あ とふ た りです 。私 た ち は さ らに熱 心

に働 き,私 た ちの求 道者 の 中 のふ た り

が強 い信仰 を持 ってバ プ テスマ を受 け

られ る よ うに,よ く祈 りま した。 しか

し,サ タン は私 た ちの願 い を知 ってお

り,目 標達 成 を妨 げ よ う とあ らゆる手

を尽 くし始 めた のです。 バ プ テス マ を

予 定 して い たふ た りの うち,ひ と りは

バ プ テス マ会 に姿 を現 わ し ませ ん で し

た。連 絡 を取 る こと もで きず,私 た ち

は失望 し,悲 し くな りま した。4週 目

が過 ぎて も,目 標 は まだ達 成 され て い

ない ので す。

同僚 と私 は互 いに顔 を見 合 わせ ま し

た。私 たち は世 界 中で 最 も不幸 な人間

で あるか の よ うに思わ れ ま した。 あ と

一 歩 で 目標 達成 だ とい うの に
。 ど うし

て も この ような思 いが 心 の中 に起 きて

しま うの で した。｢私 た ち は 自分 のや

るべ きこ とを して い ないか ら,主 は私

た ちの願 い をか なえ て くだ さ らない の

だ ろ うかの

私 た ちの心 は沈 んで い ま したが,な

ぜか,主 は私 た ちに はわか らな い方法

で道 を備 え て くだ さる に違 いな い と感

じま した。 そ こで,計 画 どお りに伝 道

を続 ける こ とに しま した。 モ ルモ ン経

を配 布 し,人 々 に会 い,紹 介 され た人

を訪 問 し ました。

6月29日 に,私 た ち はワー ド部 の家

庭 の夕 べ に出席 し ました。 会員 たち が

集 ま り始 めた とき,突 然,あ る人 に私

た ち の 目が 留 ま りました。 それ は求道

者 の ひ と りで,私 た ちの話 は聞 くけれ

ど もバ プ テス マ を受 け よ う とはしな い

ア ンピエ ンさんで した。私 も同僚 も,

とっ さ に思 い つ き ました。｢彼 女 こそ,

今 月バ プ テス マ を受 け る最 後 の人 だ。｣

バ プ テス マの 可能性 はあ ま りな い よ う

に も思 え ましたが,と にか くや って み

よ う と考 え た私 たち は,彼 女 に話 しか

け ました。 で も,バ プテ スマ の ことに

触 れ る と,彼 女 は首 を振 るばか りで し

た。

よい返 事 は も らえませ んで したが,

｢信 ず る者 には
,ど んな事 で もで きる｣

とい うマ ル コ9章23節 の 聖句 を思 い浮

か べ,同 僚 に次 の よ うに言 い ま した。

｢信仰 を表 わ さな くて はな りませ ん
。

私 た ち はで き る限 りμ)ことを して き ま

した。 主 もそれ を ご存 じです 。私 たち

の祈 りの答 え は,彼 女 しか い ませ ん。｣

そ こで,家 庭 の夕 べ が終 わ った後,も

う一度 話 して み る こ とに しま した。

けれ ど も,答 え は変 わ りませ んで し

た。私 た ちが あ きらめ よ う とした瞬 間,

数 人 の姉妹 たちが 近寄 って きて彼 女 に

話 しか け ました。 その とき私 は,み た

まが彼 女 の心 を和 らげ る よ うに働 きか

けて い るの を感 じま した。 ア ン ピエ ン

さん は しば ら く考 え込 んでか ら,こ う

言 い ま した。｢バ プ テス マ 会 はい つ あ

るの です か。｣そ の言葉 は,私 たち の心

を揺 さぶ る雷 の よ うで した。 間髪 を入

れず 私 は答 え ま した。｢い つ で もで き

ます 。｣

私 た ちの立 て た6月 の 目標 を達 成 す

る には,あ と1日 しか残 って い ませ ん

で した。 そ こで,彼 女 のバ プ テスマ を

6月30日 に決 め ました。

私 も同僚 もこの経験 に心 か ら感 謝 し

て い ます 。 この経 験 を通 して,私 たち

は証 を強 め,信 仰 を保 つ こ との大 切 さ

を学 び ま した。失 望 した と きに,も し

あ き らめて しまっ てい た ら,決 して 目

標 を達成 す る こ とはで きなか ったで し

ょ う。(キ ャ ロライ ン･カ ク姉妹 によ

る聞 き書 き)
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地区代表変更の
お知らせ

神 崎 良太 郎長 老 の解 任 に伴 い,新 た

に新 山靖 雄 長老 が地 区代表 と して召 さ

れ ました。 担 当地 区 は,広 島,岡 山,

高松,福 岡,沖 縄地 区で す。

新役員の任命

1990年6月16日 か ら1990年7月19日 ま

で に管理 本 部会 員統 計 記録 課 に通 知 の

あっ た役員 の異 動(敬 称 略)

●横浜ステーキ部大船ワード部

新監督:佐 倉井正彦

(前任者:小 山清)

●大阪ステーキ部天満橋支部

新支部長:熊 野均

(前任者:上 杉賢)

6大 阪ステーキ部飛鳥支部

新支部長:服 部教祐

(前任者:三 木勉)

●広島ステーキ部高須ワード部

新監督:打 越政博

(前任者:澤 正浩)

○新潟地方部長岡支部

新支部長:赤 沢良一

(前任者:野 本洋一)

●札幌ステーキ部滝川支部

新支部長:遠 藤功

(前任者:本 間吉雄)

●東京ステーキ部吉祥寺ワード部

新監督:高 橋精一

(前任者:小 沼政弘)

●青森地方部大館支部

新支部長:土 門一元

(前任者:武 蔵野聖徒)

●三重地方部津支部

新支部長:DeMarTaylor

(前任者:藤 谷繁樹)

●札幌ステーキ部

新ステーキ部長:鮫 島邦彦

(前任者:西 田孝雄)

●東京西ステーキ部

新ステーキ部長:品 川文弘

(前任者:宮 脇荘司)
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｢これ 皆 汝 に善 か らん ため｣

東京東ステーキ部牛久ワー ド部

松岡正伸

み ま さだ

昨鍛黒量激 鷺鵜
にな り,1年 以上 経過 した現 在 もまだ

見 つか って い ませ ん。多 くの兄弟 姉妹

の皆様 か ら,信 仰 の祈 り,献 身 的 な ご

協 力,温 か い励 まし をいた だ き,心 か

ら感謝 してい ます。 あ りが とう ござい

ます。

当初 は,山 で迷子 にな って い るので

はないか と思 い,山 間部 で 大が か りな

捜索 を し ました。警 察 の方 や,地 元 の

方々,四 国 の教 会 員 の方々,そ れ に警 ゴ

察犬 も加 わ って,3カ 月間 にわ たっ て

野 山,川,町 な ど,考 え られ る あ り と

あ らゆ る所 を くまな く捜 しま したが,

伸矢 を見 つ け る ことはで きませ んで し

た。 特 に地元 貞光 町 の皆 さ んは,親 切

に捜 して くだ さい ま した。 広報 車 が伸

矢 の行 方不 明 を知 らせ る と,た くさん

の方々 が寒 い夜 の町 に 出て夜 更 け まで

捜 して くだ さい ました。 子供 が行 きそ

うな所,迷 子 にな りそ うな所,危 険 な

所 な ど,皆 さんが それ ぞれ思 い 当た る

場所 を率 先 して,捜 して くだ さい まし

た。 翌 日か らは,わ ざわ ざ仕事 を休 ん

で まで 捜 索 隊 に加 わ って くだ さ っ た

方 々 もい ました。私 が連 日捜 し歩 い て

い るの を見 か ける と,声 をか けて励 ま

して くだ さ る方 もい ま した。 中 に は私

を呼 び止 め て,｢ち ょっ と うち で休 ん

で,お 茶 で も飲 んで い きな さい｣と や

さ し く招 い て くだ さった 方々 もい ま し

た。外 来者 で あ る私 た ちに,こ んな に

まで して くだ さる見 ず知 らず の方 々 に,

私 はた びた び感 動 し,感 謝 の涙 を流 し

ました。

それで もなか なか見 つ か らず,何 か

の事件 に巻 き込 まれ た ので は ないか と

も考 え ま した。 しか し警 察 の方 で は 目

撃 者 もない こ とか ら,｢事 件 性 は な く,

迷 子｣と い う見解 を採 って い ます。 発

見 で きな い 日が重 な ります と,失 望 と

悲 しみが 深 くな り,耐 え られ ない時 が

訪 れ ま した。しか し一方 で は,｢こ れだ

け捜 して も見 つか らな い とい うこ とは,

ど こか 別 の所 で 生 きて い る に違 い な

い｣と い う希 望 も芽 生 えて きま した。

私 は伸 矢 は必 ず生 きて いて,だ れ か

に連 れ られ た のだ と確信 して い ます。

た くさんの 方々 の ご協 力 に よ り,徳 島

県内 を中心 に尋 ね人 のポ ス ター も張 り

ました。 新 聞,テ レ ビ も この事 件 を採

り上 げて,報 道 して くれ ました。 しか

し事 件 が報道 され た こ とに よ り,い た

ず ら電話 や,宗 教 の勧誘 の電話 をか け

て くる人 もい ま した。

この4月13日 は,伸 矢が6歳 にな る

誕生 日で したので,新 聞,テ レ ビが再

び報 道 して くれ ました。 そ の結 果,今

まで は一度 もな か った こ となの です が,

｢伸矢 に よ く似 た子供 を見 た｣と い う

情報 が2件 寄 せ られ ました。 急 いで そ

の追跡 調査 を してみ ました が,ま だ こ

れ とい った進 展 は見 られ ません 。 しか

し私 は,息 子 が｢無 事 に生 きて い る｣

とい う可能 性 を強 く信 じて い ます。

この1年 余 りの歳 月 は,悪 い夢で も

見 て い る よ うな毎 日で した。家 族 で徳

島 に帰省 す る こ とにな った の は,昨 年

騒,
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▲徳島県美馬郡貞光町

･(松岡伸矢 くん(左)と姉の沙織ちゃん(右)
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しんせき

勇気 を出 して,親 戚 に電話 や 手紙 で詳

し く聞 くよ うに しま した。体 の方 は夏

の暑 さの ため に弱 って い ま したが,私

は系図 の こ とばか り考 えて い ま した。

そ うす る うちに,母 方 の祖 母 の方 は

依然 と して わか りませ んで したが,祖

父 の方 は5代 まで見 つ け る こ とがで き

ま した。 父 方 は残 念 なが ら,4代 目の

先祖 が住 んで いた南 部藩 の 出張所 が 焼

けて し まった時,記 録 も燃 え て し まい

ま した。 当時 を覚 えて い る人 もす で に

い ませ ん。 そ のた め系 図 の仕 事 はなか

なか進 まない まま,2年 目の神殿 参 入

もあ き らめて い ま した。

けれ ど もそ の年 の9月 ご ろ,伝 道 部

長 が来 られて｢吉 田姉妹,あ なた は明

治 生 まれ です か ら4代 調 べ るの は無 理

で し ょう。 姉妹 は これ まで よ くや って

こられ た ので,11月 に神 殿参 入 して く

だ さい｣と 神殿 推薦 状 を くだ さい まし

た。 こう して86歳 で神殿 参 入 した,あ

の時 の感激 は忘 れ るこ とはで きませ ん。

バ プ テスマ を受 けて か ら4年 間 で東

京神殿 に5度,88歳 で ソル トレー ク神

殿 に教 会 の兄弟 姉妹 と共 に行 っ た時 に

は4度 参 入 し ました。 主 のお いで に な

ったア メ リカ,ジ ョセ ブ･ス ミスの祈

った貴 い地 を訪れ た ことの感激 もさる

こ となが ら,以 前 私 に福 音 を教 えて く

だ さっ た長老 にお会 い した り,ベ ンソ

ン大 管長 を目 の前 に して そ のお話 を聞

い た りと,大 きな祝福 をい ただ きま し

た。 帰 国 して家 に着 い た時,主 と兄弟

姉妹 に心 か ら感謝 の祈 りを いた しま し

た。

これ まで の神殿 参入 で亡 き両親 のバ

プテス マ と,先 立 った主 人 との夫 婦 の

結 び固 め を しま した。 私 には この世 の

宝 はひ とつ もあ りませ んが,お 金 で買

う こ とので きない貴 い信 仰 を授 け てい

ただ き ました。 これ か らも私 は主 の戒

め をよ く守 り,へ り くだ り,最 後 まで

この信仰 を続 けて天 の お父様 に喜 んで

いた だ きた い と思 って い ます。長 年 の
いや

病 気 も癒 され,今 で は毎 日楽 し くモル

モ ン経 をひ も とい てお ります。私 に と

って90歳 の今 は一 番 幸福 な時 で す。 こ

れ か らも主 の み言葉 とみた まの導 きに

従 っ て い きた い と思 い ま す。(よ し

だ･よ ね1900年 生 まれ)

し｣MTe

7月 に召された専任宣教師

第134期 生 旧人
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後 列左 か ら1-7,中 列左 か ら8-13,前 列 左 か ら14-19

〈名 前 〉
おか だ ま ゆ こ

1.岡 田真 由子
よしじま さ な え

2.吉 嶋 佐奈 江
すず き たま み

3.鈴 木 珠 美
お はら たけし

4.小 原 猛
かし やま じゆん

5.柏 山 淳
うめ はら たけ し

6.梅 原 健 志
よし はら やす ひろ

7.吉 原 康 裕
しよう じ けい こ

8.庄 子 啓 子
ひ が

9.比 嘉 リ ナ
まつ お き よ こ

10.松 尾 記 代子
い とう とも のり

11.{≡芦 藤 智 貝り
みね ぎし しげ かず

12.峯 岸 成 和
うえ はら ひろし

13.植 原 洋
さ さ き てる み

14.佐 々 木 輝美
すぎ もと よし こ

15.杉 本 佳 子
ゆ ざわ じゆん こ

16.湯 沢 淳 子
く ぼ た けんいち

17.久 保 田賢一
やま ざき かず み

1B.山 崎 一 三
こ らい こう いち

19.五 来 貢 一

S:

〈出身地〉

東京西S/多 摩W

大阪S/枚 方W

東京東$/鎌 ケ谷W

大阪北S/京 都洛南W

大阪北S/高 槻W

仙台S/石 巻B

大阪堺S/三 国ケ丘W

仙台S/長 町W

沖縄那覇S/普 天間W

大阪堺$/三 国ケ丘W

東京西$/国 立W

沖縄那覇S/普 天間W

高崎S/高 崎東W

東京北S/川 越W

町田S/町 田IW

仙台S/長 町W

東京東S/松 戸W

東京北$/浦 和W

東京北S/豊 島W

ステ ーキ部,D:地 方 部,W:ワ ー ド部,B支 部

〈伝道地〉

岡山伝道部

沖縄伝道部

神戸伝道部

沖縄伝道部

沖縄伝道部

沖縄伝道部

東京南伝道部

札幌伝道部

神戸伝道部

岡山伝道部

大阪伝道部

神戸伝道部

沖縄伝道部

沖縄伝道部

沖縄伝道部

岡山伝道部

神戸伝道部

福岡伝道部

名古屋伝道部
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